
〔伊佐市社会福祉協議会 令和 4年度 実施計画〕 

1．組織･事務局体制･財政基盤の充実 

 自治会、地域住民、民生委員児童委員など地域の団体、組織の相互理解と協働を推進することにより、

住民が安心して暮らせる社会福祉の実現と事業への理解をより一層深めるための働きかけを行います。 

 事業コスト意識の徹底と効率的な事業推進を図るとともに、研修会等を通じて職員の資質向上を図り

ます。また、円滑な事務事業を図るため、情報交換を進めるほか、職員の建設的な提案を促すなど組織の

活性化を進めます。 

 資金収支面においては、社協会費、共同募金配分金、寄付金などの自主財源の増大と、市補助金の確保

に努め、経営計画を再度策定し財政基盤の強化を図ります。 

（1）理事会･評議員会･監事会等会議の充実 

（2）関係機関･関係団体との連携 

（3）事務事業の健全な運営と経営強化 

（4）職員の意識改革と資質向上、組織の活性化 

（5）地域福祉活動計画の策定 

（6）役職員の研修 

（7）会員制度の強化と会員への災害見舞金支給 

（8）社協業務に対する市民の理解 

 

2．ボランティアセンター運営事業の推進と充実 

 伊佐市におけるボランティア活動の拠点として、ボランティアセンターを設置することにより、地域住

民の参画によるボランティア活動の推進を図るとともに、児童･生徒に思いやりの心を育む福祉教育の充

実を図るなど、ともに支え合う福祉のまちづくりを目指します。また、本市が被災した時には、災害ボラ

ンティアセンターを設置し、支援活動のコーディネートを行い、早期の復旧による市民生活の再建を支援

します。 

（1）ボランティアを必要とする施設･団体･グループの登録と斡旋 

（2）ボランティア保険への加入斡旋と登録 

（3）福祉教育ボランティア協力校の育成(市内小･中学校) 

（4）福祉教育サマーボランティア体験学習の開催(市内中･高校) 

（5）福祉教育ボランティアポイント制度の推進(「小さな親切」実行章の贈呈) 

（6）災害時相互応援協定に基づいた合同訓練の実施(姶良･伊佐地区社協など) 

 

3．介護保険事業等の推進と充実 

 介護を必要とする高齢者や障がい児･者の可能な限り在宅での快適な生活が送れるよう、利用者の尊厳

に基づいた適切なサービスの提供に努めるとともに、職員の資質向上に努めます。また、適正な事業運営

を図るため、介護保険制度の状況を見極めながら、収支状況の適正な調整を進め、安定した事業経営に努

めます。 

（1）総合事業への積極的な取組みと推進 

（2）居宅介護支援･訪問介護･障害福祉サービス･通所介護の各事業の推進 

（3）特定事業所加算取得により、実習生の受入れ、地域全体の介護サービスの質の向上 

 

 



4．収益事業の適正な経営 

 自宅並びにひしかり苑葬祭場において、祭壇などの貸付と葬儀に関わる業務を実施します。また、利用

料は低料金で充実したサービスに努めます。 

（1）祭壇貸付事業の経営 

 

5．高齢者等福祉活動の推進 

 地域との積極的な連携を図り、住民の参画による小地域福祉ネットワーク活動の推進と、誰もが健康で

安心して暮せる生活環境づくりをめざし、援護を必要とする方々への支援活動を展開します。また、地域

支え合い活動等を強化し、市からの受託事業である生活支援体制整備事業の推進を図り、地域住民の福祉

課題解決に向けて、地域で支え合う福祉のまちづくりを目指します。 

（1）高齢者等を対象としたふれあい･いきいきサロン活動の推進 

（2）チャリティー歳末たすけあいグラウンドゴルフやゲートボール競技大会の開催 

（3）高齢者、障がい者等を対象とした地域支え合い活動の継続と生活支援体制整備事業の推進 

 

6．在宅福祉サービス事業の推進と充実 

 高齢者や障がいのある方々の在宅での自立生活を支えるために、住民参加による福祉活動の支援を受

け、在宅福祉サービス事業の展開を図ります。 

（1）福祉サービス利用支援事業の実施(印鑑や通帳等の管理） 

（2）高齢者等訪問給食サービス事業の増進(昼食と夕食の 1日 2食提供) 

（3）介護機器(車イス･歩行器)の無料貸出 

 

7．生活の自立を支援する貸付事業 

 民生委員児童委員の協力のもと、低所得世帯等を対象に資金の貸付を行い、当該世帯の自立生活を支援

します。また、適切な償還指導に努め資金貸付の効果的な運用を進めます。 

（1）生活福祉資金貸付(県社協と連携) 

（2）一時援護資金貸付(本会会員世帯対象) 

（3）新型コロナウイルスの影響に伴う特例貸付(県社協と連携) 

 

8．受託事業の適正な運営 

 各受託事業の円滑な推進を図るため、適正な事務事業の運営に努めます。 

（1）伊佐市民生委員児童委員協議会事務局の運営と活動への援助、協力 

（2）介護予防生活支援サービス事業の受託運営 

（3）浴場管理事業の受託運営 

（4）菱刈総合保健福祉センターの受託管理 

（5）大口元気こころ館の受託管理 

（6）生活支援体制整備事業の受託 

 

9．地域福祉活動を高める広報活動･イベント活動への支援 

 社協活動状況等を定期的に広報し、住民参加の機会をつくる情報を発信。また、社会福祉大会に合わせ

関係団体等の活動発表の場として開催します。 

（1）社協だよりの発行とホームベージによる広報 

（2）社会福祉大会の開催(市と共催) 



10．相談所の充実 

 相談所の会場は、羽月・針持・山野・田中・本城・湯之尾地区も巡回し、市民の方が相談しやすい場を

提供します。 

（1）心配ごと相談所の開設(菱刈まごし館･大ロ元気こころ館ほか) 

 

11．共同募金委員会の推進と運営 

 共同募金(赤い羽根募金･歳末たすけあい募金)に対する住民の理解を深めながら、募金活動を積極的に

行ない共同募金運営委員会のもと適切な配分と援護活動に努めます。 

（1）共同募金(市民等)･歳末たすけあい募金活動(市民生委員による市内企業等訪問活動並びに越年在宅

見守り活動の協力) 

（2）共同募金会災害(火災･自然災害)見舞金の支給 

 

12．日本赤十字社事業と災害等援助活動への協力 

 日本赤十字社事業の会費募集に対する住民の理解を深めながら、会費増強に努めるとともに、活動に携

わる奉仕団への協力を行い、災害時の物資配布の迅速な対応と、各見舞金規定に基づいた見舞金の支給な

どの活動に努めます。 

（1）日本赤十字社事業の会員増強活動と迅速な災害時の物資配布及び見舞金支給 

（2）市赤十字奉仕団への援助協力 

 

13．各種福祉団体等の育成や助成･援助活動 

 各種福祉団体等に対する助成金交付により自主活動の促進を図るほか、社協が取組む事業や活動の推

進に努めます。 

（1）老人クラブ連合会(花いっぱい運動も含む) 

（2）手をつなぐ育成会 

（3）身体障害者協会 

（4）手話サークルコアラ 

（5）伊佐地区特別支援教育研究会 

（6）伊佐地区生活指導研究協議会 

（7）青少年健全育成大会 

（8）母子寡婦福祉会 

（9）伊佐保護区保護司会 

（10）民生委員児童委員協議会 

（11）遺族会 

（12）市内 15校区敬老行事への助成(各コミュニティ協議会に交付) 

（13）ふれあい･いきいきサロン活動費の助成及び活動への協力(登録グループに交付) 

（14）ボランティア協力校活動費の助成(市内公立小中学校及び明光学園に交付) 

（15）90歳到達者に記念品の贈呈(民生委員児童委員の協力により配付) 



【基本目標における実施計画の重点項目】

① 組織･事務局体制･財政基盤の充実

② 高齢者等福祉活動の推進

③ 在宅福祉サービス事業の推進と充実

④ ボランティアセンター運営事業の推進と充実

⑤ 介護保険事業等事業の推進と充実

(単位：円)

法人合計 社会福祉事業 収益事業

会 費 収 入 2,932,000 2,932,000 0

分 担 金 収 入 140,000 140,000 0

寄 附 金 収 入 4,300,000 4,300,000 0

経 常 経 費 補 助 金 収 入 14,765,000 14,765,000 0

受 託 金 収 入 35,801,000 35,801,000 0

貸 付 事 業 収 入 310,000 310,000 0

事 業 収 入 47,856,000 47,856,000 0

介 護 保 険 事 業 収 入 65,388,000 65,388,000 0

障 害 福 祉 サ ー ビ ス 等 事 業 収 入 1,325,000 1,325,000 0

祭 壇 貸 付 事 業 収 入 7,020,000 0 7,020,000

受 取 利 息 配 当 金 収 入 17,000 14,000 3,000

そ の 他 の 収 入 30,000 30,000 0

事 業 活 動 収 入 計 179,884,000 172,861,000 7,023,000

人 件 費 支 出 120,227,000 117,437,000 2,790,000

事 業 費 支 出 31,033,000 30,759,000 274,000

事 務 費 支 出 11,440,000 10,415,000 1,025,000

祭 壇 貸 付 事 業 支 出 1,220,000 0 1,220,000

貸 付 事 業 支 出 300,000 300,000 0

助 成 金 支 出 1,030,000 1,030,000 0

負 担 金 支 出 193,000 193,000 0

事 業 活 動 支 出 計 165,443,000 160,134,000 5,309,000

事 業 活 動 資 金 収 支 差 額 14,441,000 12,727,000 1,714,000

積 立 資 産 支 出 12,000 10,000 2,000

そ の 他 の 活 動 に よ る 支 出 3,336,000 3,034,000 302,000

そ の 他 の 活 動 支 出 計 3,348,000 3,044,000 304,000

そ の 他 の 活 動 資 金 収 支 差 額 -3,348,000 -3,044,000 -304,000

2,993,000 2,783,000 210,000

8,100,000 6,900,000 1,200,000

40,100,000 38,300,000 1,800,000

48,200,000 45,200,000 3,000,000
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令和４年度 事業予算


